
野生イノシシ豚熱対策に関する今年度の取組状況

１ 豚熱サーベイランスの強化
○各県での最低検査頭数（299頭）を設定し、R3年度から本格適用
○各県とのヒアリング（中四国・九州）、現地訪問（千葉県、香川県・・・）
○検査体制強化（外部委託・新検査法の導入）＜今秋導入予定＞
○農場周辺のイノシシの検査状況がわかるマップシステムの提供＜来春導入予定＞

２ 捕獲
○新規発生に対して、捕獲重点エリアの拡大
○狩猟者等への交差汚染防止のための注意喚起の強化

３ 経口ワクチン
○経口ワクチンについて、我が国の気候条件等から散布時３期から２期に変更
○専門家による効果検証を経つつ、散布方法を改善＜今秋から実証試験開始＞
○今後、必要に応じ、豚熱経口ワクチンの野外散布実施に係る指針を改訂
○新規発生に対して、散布推奨県の拡大

経口ワクチン検討会を、サーベイランスを含めた対策について検討する場として、発展的に改組し、
「野生イノシシ豚熱対策検討会」を設置。第１回会議を令和３年10月26日に開催。
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